
 

 
 
 

  

 

 

「医療従事者への応援メッセージ」作成 
 １２月１１日（金）５限目、２年生は学年プログラム委員（会長・副会長）会からの呼びかけによる

「医療従事者への応援メッセージ」を書きました。さらに、各クラスの会長と副会長は、１１月２５日

放送 news every.の「防護服の看護師たち～つらい時こそ笑顔で～」と１２月７日放送 news zero「医療従

事者へのコロナ差別『なくならない』」を各クラスの生徒に視聴し、応援メッセージを書きました。 

 

 

 

 

 

 

第６回（１２月）英単語テスト満点者です 
 １２月１７日（木）の朝、全校一斉で英単語テストが行われました。２年生にとっては、６回目の英

単語テストです。２学期最後の英単語テストだったためか、各自しっかりと勉強していたようです。満

点者は、以下のとおりです。第５回に比べると、満点者の人数は学年全体で１１７人から１１８人と１

人増加しました。また、８０点未満の不合格者も学年全体で１１人から６人と減少しました。ご家庭で

も、毎月行われる英単語テストのテスト勉強への更なる応援や励ましなどをよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津幡南中学校 
２年学年便り 

令和２年１２月２１日発行 

津幡南中学校長 舛井 重夫   

２年 学年主任 山口 健一 

１組 ２組 ３組 ４組 ５組
相川　凜桜 泉　　好華 五十嵐彩乃 泉　　里桜 荒井　晴登

上田　優斗 小川ちひろ 市谷美沙稀 今江　心亮 上田　暖奈

卜部瑠衣樹 小蕎　梨珠 大谷　旭輝 浦野　智敬 上村　優依

大石　蓮太 笠野　心羽 清水　一至 岡田　笙吾 加藤　　俊

九野　心愛 亀田　直樹 新出まりん 奥村　玲央 岸本　梨那

澤野龍太郎 木戸　李紀 竹本　汐凪 金崎　奈々 北﨑　　颯

宿野　柑奈 藏野　愛音 道井　琥珀 刈本　真優 島内　唯人

高井　辰仁 越野陽一朗 西村　翔和 川村　和香 谷川　愛來

辻　　莉子 小村　聖也 野村　和愛 川本　項太 道井　実里

長澤　大晟 坂田　結菜 英　　実佑 久保　流輝 永江　煌士

中本　侑吾 清水　琉々 舟見　　健 藏谷　友哉 中塚　光里

納口　心瑠 高島　一人 細山りょう 小倉姫菜咲 中邨　大翔

橋　　昌希 田中菜々美 松浦　　灯 坂下　明優 橋場　望杏

福岡　詩乃 谷本　奏輔 松村　　遥 嶋田　琉唯 氷見　　健

細川　茉都 寺坂　優希 松本和佳奈 髙本　彩海 松井　竪希

松浦　菜央 中川　陽喜 南　明香里 田中　俊傑 三野　綾華

松本　彩楓 中田　結希 宮田　結衣 硎光　優來 村田　蒼南

水上　樹子 中村　ひな 村田　真唯 中川　勇斗 山本　悠斗

森原　蒼介 中村　真凡 安岡　莉愛 野々山　仁 渡部　慎介

山﨑　優恵 乗地　葉月 吉田　匠伍 平野　瑠菜

山道　　翼 飛龍　一颯 吉田　　響 前田　優菜

山本　修聖 藤井　伯匠 渡辺　祥太 宮田千沙妃

渡邉　翔太 松岡　敦也 山岸　理紗

三宅　　洸 山本　蒼悟

宮田　　架 吉倉　　勝

谷内田康太 和沢　辰樹

山八那由汰

山本　海翔



「医療従事者への応援メッセージ」届ける 
 １２月１８日（金）５限目、学年プログラム委員（会長・副会長）会からの呼びかけによる「医療従

事者への応援メッセージ」を、学年の代表である学年プログラム委員長の加藤俊さん、副委員長の相川

凜桜さん、書記の清水琉々さんと上田暖奈さんの４名で、金沢医科大学病院に届けました。病院側は、

病院長や看護部長、さらには１１月２５日放送 news every.の「防護服の看護師たち～つらい時こそ笑顔

で～」で奮闘していた野村看護師が出迎えてくれました。そして、生徒４名の手で病院長と看護部長と

野村看護師に無事届けることができました。下記の写真や新聞記事はそのときの様子です。また、生徒

の応援メッセージも一部載せてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《生徒の応援メッセージ一部紹介》 
「今、コロナの感染者が増えてきて、今まで以上に大変な時期だと思います。それ

でも必死に働いてくださっている皆さんには感謝しかないです。本当にありがとう

ございます。この先、どうなるか分からないけど医療従事者の皆さんの事を応援し

ています。将来、皆さんのようなすばらしい看護師になれるように頑張ります。」 

「私の母も病院の看護師として働いています。このメッセージを書かせていただくにあたって、母にいろいろ

な話を聴きました。本当に大変な状況で働いているのだと実感しました。ニュース映像などを観て、少しでも

気をゆるめてしまえば感染してしまうリスクがある中で、笑顔を絶やさず、患者さんによりそっていて、患者

さんが笑顔で退院できるのは、皆さんのおかげだと思いました。私は、将来皆さんのような看護師になりたい

です。」 


